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　　　　品種

項目

平年比

平年比

平年比

平年比

平年比

草丈(cm) 短 76 93% ﾔﾔ短 73 96% 並 78 100% 並 73 104% 短 45 91%

茎数(本／ｍ

2

)

少 373 64% 少 376 83% 少 369 87% 少 352 89%

ﾔﾔ少

384 95%

葉齢 並

13.3

0.1 遅

11.7

-0.6 並

12.4

0.3 遅

11.2

-0.8 遅 9.3

-1.0

葉色(葉色板) 並 4.1 -0.1 淡 3.9 -0.4 ﾔﾔ濃 4.5 0.4 並 4.5 0.1 並 4.6

±0.0

６月中・下旬植

本　　年

５月下～６月上旬植

本　　年

５月中～下旬植

本　　年

ひとめぼれ

本　　年

５月上～中旬植

本　　年

ヒノヒカリ コシヒカリ 晴るる

　　技術情報　　
Ⅰ　平成18年度　第4回　水稲生育診断情報
　　農業試験場、農林事務所定点圃場及び農政事務所拠点筆の水稲生育データにより、７月２４日に今後の技術対策検討会が開催されましたので概況をお知らせします。水稲栽培の管理指導にご活用ください。

1．　７月中旬の気象の経過

３半旬は降雨が少なく晴れ間があり、日照時間はほぼ平年並みで気温は高くなった。４半旬は梅雨末期の大雨で降水量は多く、日照時間は極端に短くなり、気温は平年並みであった。期間中最低気温が高い傾向が続いた。
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図1　平成１８年5月1半旬～7月4半旬別　気温、降水量、日照時間の推移
２．　水稲の生育経過及び予測と対策

概　況
○ 昨年よりも生育の進度は遅れており、ほぼ平年並みの生育ステージとなっている。
○ 曇雨天の影響で、葉は長くなっているが、草姿の乱れは少ない。
○ 中干が十分にできなかったことや日照が少なかった影響で、根の張りが非常に悪い。

○ 全般的に、穂数はやや少～少程度になる見込み。
栽培管理のポイント
①　穂肥時期を迎えるものは、葉色の淡化を確認するとともに、幼穂の大きさを確認してから穂肥を施用する。
　近年の生育状況に比べて、生育が遅れているので、穂肥施用時期が早過ぎないようにする。
②　根張りが非常に悪い状態にあるので、根の健全化を優先した水管理を行う。
表１　農林事務所定点水稲生育状況（平成１８年7月２1日現在）
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（注）平年比は、前５年の平均比。ヒノヒカリは被覆肥料施用ほ場、その他は慣行分施ほ場。

（１）５月上旬植コシヒカリ

【生育状況】農試基準圃場では、草丈、茎数、葉齢、葉色は平年並み。現地定点では、茎数が少ない圃場が見られる。幼穂形成期は、過去５年平均より３日遅い。
【予　測】出穂期は、平年並（昨年より５日程度遅い）の見込み。
【水管理】根張りが悪いので、登熟期間中の「うわ根」を傷めないように土壌水分を保つ。

　　　　　間断潅水を励行し、田面が乾燥しないようにする。台風接近の場合は湛水する。
【施　肥】出穂１０日前以降は窒素施肥を行わない。
表２　山口農政事務所水稲拠点筆調査結果（地帯別・全品種平均、7月１５日現在）
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(月／日)

(／ｍ2)

(cm)

(／ｍ2)

(月／日)

(／ｍ2)

(cm)

(／ｍ2)

(月／日)

(／ｍ2)

(cm)

(／ｍ2)

本　年

５／９

17.4 73.5 339

５／３

18.8 74 392

５／７

18.0 73.6 360

平均比 ＋２ 118 104 89 ＋１ 93 108 70 ０ 106 101 88

前年比 ＋２ 126 101 97 ＋１ 84 98 91 ＋１ 108 94 79

本　年

５／12

17.4 75 405

５／16

17.4 74.9 433

５／17

17.1 72.1 384

平均比 －５ 108 106 103 ０ 101 100 91 ０ 98 99 88

前年比 －６ 112 97 93 ＋１ 94 91 80 ＋１ 97 91 74

本　年

５／24

18.0 68.6 417

５／25

16.6 69.8 372

５／25

17.4 68.1 394

平均比 －２ 98 106 97 －１ 100 98 93 －１ 98 98 101

前年比 －１ 101 94 90 ＋１ 101 86 95 ０ 99 89 94

本　年

６／５

18.9 58.2 349

６／５

17.8 57.8 327

平均比 ０ 107 103 97 ０ 101 102 83

前年比 ＋１ 104 88 97 ０ 102 85 96

本　年

６／13

17.6 43.7 259

６／12

16.3 48.1 288

平均比 ０ 105 100 83 －１ 91 107 105

前年比 ＋１ 112 92 111 －１ 90 89 109

本　年

６／23

17.3 32.1 185

平均比 ０ 99 104 79

前年比 ０ 99 84 88

６月

中旬

植

６月

下旬

植

東　部 西　部 長　北

５月

上旬

植

５月

中旬

植

５月

下旬

植

６月

上旬

植

(注)平均比は、前３年の平均

    移植期は日数、

    その他は％表示。


（２）５月中・下旬植ひとめぼれ・晴るる

【生育状況】後半の分げつが抑えられ弱小分げつは少なくなっている。曇天の影響で幼穂の伸長が停滞気味の圃場が見られる。生育の圃場間差が大きく現れている。農試圃場の「ひとめぼれ」では、穂肥Ⅰ施用後葉色が濃くなったが、葉身窒素が低いためか下葉枯れが見られる。
【予　測】出穂期はコシヒカリ同様遅くなる見込み。穂数は少なくなる見込み。
【水管理】根張りが悪く、施肥反応が鈍い状態なので、コシヒカリ同様に根の活力を維持するよう土壌水分を保つ水管理を行う。そのため、足跡がつく程度の間断灌水を励行する。晴天が続いた場合に土壌が乾燥しないように注意する。
【施　肥】穂肥Ⅱを省略すると、登熟の低下や千粒重の低下が懸念されるので、遅れないように施用する。穂肥Ⅱの施肥量は、窒素１.5～2.0kg／10a程度とする。
表３　山口農試水稲生育調査結果（7月２０～７月２１日現在）
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月日

（±1） 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年

5.30 5.6 5.2 5.6 5.0 5.7 5.2 － － － －

6.10 7.6 7.2 7.7 6.9 7.9 7.2 5.3 5.2 － －

6.20 9.1 9.0 9.3 8.7 9.5 9.0 7.7 7.4 － －

6.30 10.3 10.4 10.3 10.0 10.6 10.3 9.6 9.1 5.8 5.3

7.10 11.3 11.3 11.4 10.9 11.7 11.2 10.9 10.4 8.4 8.2

7.20

12.5 12.6 12.6 12.1 12.8 12.5 12.2 11.7 10.6 10.3

5.30 26.6 26.3 26.9 26.5 24.5 24.2 － － － －

草丈 6.10 31.0 28.2 29.7 27.6 29.0 26.4 20.2 22.0 － －

(ｃｍ) 6.20 44.0 39.7 42.8 37.3 42.4 37.4 29.6 29.0 － －

6.30 59.2 57.8 58.3 53.7 57.9 55.0 49.4 51.0 24.4 26.0

7.10 73.1 73.8 70.2 68.6 69.5 69.2 68.0 66.0 31.0 33.0

7.20

84.9 85.4 78.5 78.3 78.5 80.5 81.0 82.0 51.0 48.0

5.30 156 116 147 104 160 104 － － － －

茎数 6.10 330 289 347 264 374 278 133 167 － －

(本／m

2)

6.20

558 629 611 569 600 582 335 386 － －

6.30 620 696 642 658 622 658 525 628 123 122

7.10 593 631 602 584 584 580 544 554 366 185

7.20

536 560 536 536 533 542 490 421 567 352

5.30 3.9 4.3 4.0 4.2 4.2 4.4 － － － －

6.10 4.4 4.1 4.4 4.1 4.6 4.4 4.0 4.0 － －

6.20 4.9 4.9 5.0 4.8 5.1 5.0 4.7 4.9 － －

6.30 4.9 4.4 4.9 4.4 5.0 4.6 4.6 4.4 4.1 3.7

7.10 4.1 4.0 4.1 4.0 4.2 4.2 4.3 4.0 4.2 3.8

7.20

4.4 4.5 4.4 4.4 4.5 4.5 4.0 4.4 4.4 5.0

５月１０日移植 ５月１０日移植

５月29日移植 6月18日移植

５月１０日移植

コシヒカリ ひとめぼれ ひとめぼれ ヒノヒカリ 晴るる

葉齢

葉色

徳      佐      分      場 農  試  本  場


（３）５月下旬～６月上旬植ヒノヒカリ

【生育状況】葉齢の進展が遅く、生育は遅れている。後半の分げつが抑えられたので、弱小分げつは少ない。
　　茎の揃いは比較的良好である。
【予　測】幼穂形成期は昨年よりやや遅く平年並みの見込み。穂数は平年よりやや遅くなる見込み。
【水管理】降雨により田が干せていないので、幼穂形成期までに軽く中干を行う。田面が締まったら、必ず作溝を行う。根張りが悪いので、中干後は、間断灌水を励行する。
【施　肥】穂数減によって1穂籾数が増加しやすいこと、生育が遅れていることを考慮して、穂肥が早過ぎないように注意する。幼穂長が２ｍｍ程度及び葉色が４程度を確認して穂肥を施用する。１回の施肥量が２kg／10aを超えないようにする。
（4）６月中・下旬植ヒノヒカリ

【生育状況】この１０日間での茎数の増加が著しく、必要茎数の確保ができた。現在は、根域が拡大する時期となっている。農試基準圃場では急激に葉色が濃くなった。
【予　測】幼穂形成期はほぼ平年並みと思われる。昨年のような著しい遅発分げつの発生は少ない見込み。目標穂数（370本／ｍ2）並～やや少ない穂数は確保できる見込み。
【水管理】降雨が続く間は極力排水する。天気が安定すれば、必ず中干を行う。田面が締まったら作溝し、その後は間断潅水を行う。
【施　肥】葉色は十分濃いので、現時点での窒素追肥は避ける。
３．病害虫の発生状況

（１）いもち病

葉いもちは、県東部での発生量は多いが、全県では発生がやや少ない。しかし、梅雨明けの遅れによる、穂いもちの多発が懸念されるので、極早生品種は、出穂前後の防除を確実に行う。とくに、天候による無人ヘリ防除等の散布が遅れても、出穂前防除を出穂期までに確実に行う。
（２）飛来性害虫
セジロウンカ
飛来状況６月１日に下関市の予察灯で初確認（平年５月３０日）され、平年並みであった。
　現在までの発生程度及び今後の予測は平年並みである。株当たり50頭以上の成虫・幼虫の発生があれば、褐変穂防止のため防除を実施する。
トビイロウンカ
　　現在のところ、県内での発生密度は低いが、九州では多飛来と密度が増加している地域もあるので、今後の

発生予察情報に注意するとともに、従来に多発した地域では、圃場の発生状況を注意深く確認する。

　①７月中旬の巡回調査では、発生ほ場率は１.２％（平年４.４％）、１０株当たり虫数は０.０１頭
（平年０.１２頭）で平年並みであった。 
　②飛来日は、６月３０日(並)、７月３日(並)、９日(並)頃であったと推測されたが、主要飛来波はなかった。 
　③予察灯での誘殺数（５か所、５月１１日～７月１１日）は、８頭 (平年２１頭）で平年並みであった。 
飛来状況６月３０日に萩市の予察灯で初確認（平年６月２３日）され、平年並みであった。飛来量は、
平年並みと推測される。
　④100株当たり20頭以上の成虫や幼虫が見られたら防除を行う。
コブノメイガ
至急防除を行う必要はない。今後の発生予察情報に注意し、適期に防除できるようにする。
（３）斑点米カメムシ
今後の発生はやや多い見込み。コシヒカリ、ひとめぼれ、晴るる作付け圃場では、出穂期が近いので畦畔の草刈は避ける。ヒノヒカリ、日本晴等の作付け圃場では、出穂２週間前までの畦畔除草を徹底し、イネ科雑草が出穂しないように管理する。極早期栽培地帯の水稲にはカメムシ類が集まりやすく被害が集中しやすいので、穂揃い期とその７日後の２回防除を徹底する。
粒剤による防除予定地域では、処理時期が遅くならないように、穂が出たら施用する。


４．台風対策
（１）　水稲
  事前対策
  ・台風が接近する場合や強風が予想される場合は、出来る限りの深水湛水とし、脱水、損傷による茎葉の被害を回避する。
  事後対策
　・台風通過後は直ちに落水し、通常の管理
  ・黄化萎縮病の常発地で冠水したほ場では、水が引いたら直ちにメタラキシル粒剤による防除を実施（７葉期のイネでは特に注意）
（２）　大豆
  事前対策
  ・播種直後の冠水は被害が甚大となるので、排水対策を徹底する。
  事後対策
  ・滞水した場合、排水溝の掘り下げ、溝さらえ等を行い、速やかに排水
・数日後、通気不良により大豆の黄化が見られる場合は速やかに中耕する。
ＪＡ全農やまぐち


生産資材課（083-988-0681）
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